
令和７年度筑波大学留学生後援会基金寄附者名簿    
    　　令和8年3月31日現在
学長 体育系 国際産学連携本部 　　小　林　　　学
　　永　田　恭　介 　　高　木　英　樹 　　西　野　由　高 　　真　田　　　久
副学長 　　會　田　　　宏 財務部 　　砂　川　有里子
　　加　藤　光　保 　　片　岡　千　恵 　　池　田　幸太郎 　　髙　橋　三保子
　　竹　中　佳　彦 　　藤　井　範　久 産学連携部 　　瀧　田　宏　樹
　　遠　藤　靖　典 　　深　澤　浩　洋 　　村　上　公　一 　　田　林　　　明
　　中　内　　　靖 　　坂　本　拓　弥 総務部 　　根　本　承次郎
　　千　葉　親　文 　　本　間　三和子 　　浦　田　里　子 　　長谷川　聖　修
　　大根田　　　修 　　齊　藤　まゆみ 　　落　合　俊　介 　　長谷川　宏　司
　　氷見谷　直　紀 　　渡　邉　　　仁 　　川　尻　由紀江 　　廣　瀬　幸　生
　　歳　森　　　敦 　　酒　井　利　信 　　大　坪　龍　介 　　藤　井　宏　一
　　加　藤　和　彦 　　渡　部　厚　一 　　日　下　夕紀子 　　宮　川　俊　平
　　西　尾　チヅル 　　古　川　拓　生 　　　　　　　　　　他2名 　　本　橋　信　義
　　平　松　祐　司 　　　　　　　他2名 病院総務部 　　若　槻　雅　男
　　呑　海　沙　織 芸術系 　　天　野　勝　利 　　　　　　　　　　　他4名
　　野　手　弘　一 　　田　中　佐代子 コンプライアンス・ハラスメント対策室 一般/支援団体等
本部/理事（非常勤） 　　山　本　早　里 　　三　浦　香　織 　　つくば学園ロータリークラブ

　　伊　藤　久　美 　　武　田　一　文 研究推進部 　　市　村　紀　子
執行役員（非常勤） 　　小　山　慎　一 　　藤　元　健　史 　　稲  塚　展  子
　　原　　　　　晃 　　直　江　俊　雄 情報マネジメント室 　　　　　　　他1名
人文社会系 　　　　　　　他1名 　　　　　　　　　　　　1名 合　計
　　小　野　正　樹 人間系 システム情報エリア支援室 教職員　　　 131名
　　明　石　純　一 　　野　呂　文　行 　　飯　田　晃　一 名誉教授　　　43名
ビジネスサイエンス系 　　濱　口　佳　和 　　小　林　ゆかり 一般　　　　　 2名
　　牧　本　直　樹 　　　　　　　他2名 　　島　田　紀　子 　支援団体等　  1団体
数理物質系 医学医療系 生命環境エリア支援室
　　服　部　利　明 　　新　井　哲　明 　　松　崎　茂　紀
　　松　石　清　人 　　川　口　敦　史 　　西　野　真由美
システム情報系 　　渋　谷　和　子 マレーシア海外教育拠点支援室

　　大　矢　晃　久 　　高　橋　　　智 　　　　　　　　　　　　1名
　　吉　瀬　章　子 　　武　井　陽　介 学生部
　　武　若　　　聡 　　磯　辺　智　範 　　中　澤　秋　夫
　　河　辺　　　徹 　　　　　　　他1名     横  田　英  樹
　ＹＩＭ　ＹＯＵＣＨＡＮ 図書館情報メディア系 　　五十嵐　千恵子
　　松　本　啓　吾 　　高　久　雅　生 　　矢　内　理恵子
　　山　口　友　之 　　鈴　木　伸　崇 　　木野内　　　聡
　　上　原　　　皓 国際統合睡眠医科学研究機構 　　野　澤　亜希子
　　矢　野　博　明 　　岩　田　夕　貴 　　小　沼　美　奈
　　岡　島　敬　一 生存ﾀﾞｲﾅﾐｸｽ研究ｾﾝﾀｰ 　　猪　瀬　　　悠
　　　　　　　　　 　他1名 　　柳　沢　裕　美 　　　　　　　　　　他6名
生命環境系 　　佐奈喜　祐　哉 その他学内者
　　中　田　和　人 　　丹　羽　隆　介 　　　　　　　  1名
　　繁　森　英　幸 計算科学研究センター 名誉教授
　　津　旨　大　輔 　　亀　田　能　成 　　赤　平　昌　文
　　森　本　健　弘 附属聴覚特別支援学校 　　浅　野　侑　三
　　松　井　圭　介 　　眞　田　進　夫 　　新　井　保　幸
　　平　川　泰　久 ヒューマンエンパワーメント推進局 　　安　藤　隆　男
　　金　田　幸　恵 　　太田　　　　圭 　　石　隈　利　紀
　　中　島　敏　明 　　福　嶋　美佐子 　　板　橋　秀　一
　　藤　野　滋　弘 教育推進部 　　植　　　寛　素
　　中　野　賢太郎 　　大　塚　秀　男 　　大　野　忠　士
　　三　浦　謙　治 　　横　田　英　樹 　　小野寺　夏　生
　　小　林　幹　佳 　　八　木　悠　気 　　勝　田　　　茂
　　　　　　　　　　他3名 国際局 　　笠　原　勇　二

　　鷹　巣　明　美 　　菊　池　　　修
　　関　本　啓　子 　　木　村　達　雄
　　　　　　　　　　他2名 　　木　下　太　志

　　熊　谷　恵　子

※ご寄附の際にご芳名の公表につい
て確認できなかった方の公表は控え
させていただきました。



留学生からのお礼メッセージ 

皆様からお寄せいただきましたご厚志は、留学生に対する一時金貸出の支援にも活用させていただいて

おります。ここでは、学生からの感謝の言葉をお届けさせていただきます。 

〇外国人留学生に対する一時金貸し出し 

1) When I went through a financially stressful time, receiving this short-term loan was a huge relief for me. 
Thanks to the generosity of the donors, I was able to cover my immediate expenses without dropping 
out or pausing my education. Having this support allowed me to stay focused on my classes and keep 
moving forward with confidence. I am deeply thankful to everyone who supports international students 
like us—it truly makes a world of difference! 

（参考訳） 

経済的に厳しい状況に直面していた際、この短期貸付制度の支援は私にとって大きな助けとなりました。支援者

の皆さまの温かいご支援のおかげで、当面の生活費を賄うことができ、休学や退学を考えることなく学業を継続する

ことができました。この支援があったことで、安心して勉学に励み、自信を持って将来に向かって歩み続けることが

できています。 

支援者の皆さまの温かいご支援に心より感謝申し上げます。皆さまのご厚意は、留学生にとって大きな励みとなっていま

す。本当にありがとうございました。                                       ヨーロッパ出身 学群生      

2) The ¥100,000 short-term loan supported me during a period when I was facing difficulty covering my 
rent and essential living expenses. As an international student living far from my family, the assistance 
gave me stability at a very stressful time and allowed me to continue focusing on my studies. I am 
sincerely grateful to the donors and the University of Tsukuba for providing this support. Their 
generosity made a real difference during the time, and I hope the fund can continue helping other 
international students who face similar difficulties.  

（参考訳） 

10万円の短期貸付金は、家賃や生活に必要な基本的な費用の支払いに苦労していた時期に、私を支えてくれまし

た。家族と離れて暮らす留学生として、この支援は非常に大きな不安とストレスを抱えていた私に安心感を与えてく

れ、学業に集中し続けることを可能にしてくれました。このような支援を提供してくださった寄付者の皆様ならびに

筑波大学に心より感謝申し上げます。皆様のご厚意は当時の私にとって大きな助けとなりました。今後もこの基金

が、私と同じような困難に直面している他の留学生を支え続けてくれることを願っています。 

アフリカ出身 学群生 

 

〇外国人留学生団体への支援 

We have always been so grateful for the fund supporting our events. 
The mission of UTIA is to provide opportunities for international students to make friends and find their 
communities during their stay in Tsukuba, no matter they are exchange students, undergrads or graduate school 
students. 
With the funds, we were able to held a welcome party (mainly for new comers) . 



Again, we would like to express our gratitude to your generosity. Hope we can have more chance to serve and 
make contribution for international students in the future. 
（参考訳） 

私たちは、私たちのイベントを支援してくださるこの基金に、いつも大変感謝しています。UTIAの使命は、つくば

での滞在中に、交換留学生、学群生、大学院生を問わず、留学生が友人をつくり、自分の居場所を見つけられる機会

を提供することです。この資金のおかげで留学生歓迎会（主に新入生向け）を開催することができました。改めて、

皆様のご厚意に感謝申し上げます。今後、より多くの機会に留学生のために尽力し、貢献できれば幸いです。 

Union of Tsukuba International Associations 
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